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●目的
　限られた地域における泌尿器科領域悪性腫瘍のできる限り正確な
発生頻度を継続的に調査し，将来的に日本人の泌尿器科領域の癌発生
頻度を推計するために，我々は山口県東部地域における泌尿器科癌の
疫学調査を1994年から行ってきた。今回1994年から2003年までの10年間の
調査結果を検討した。

●方法
1)毎年1月から12月までに各医療機関で確定診断された症例の
　　届け出方式とした
2)重複症例は主に治療を行った医療機関からの情報を主体とした
3)調査対象地域以外の症例は除外した
4) 当地域外で調査対象患者が受診する可能性のある医療機関には
　　随時調査への協力を依頼した

調査の概要調査の概要



調査地域調査地域

●調査対象地域は種々の条件を勘案し、調査精度
　向上のため以下の8市、7郡とした。

[市部]　
山口市　 防府市　新南陽市　　徳山市　下松市
光市　　　柳井市　岩国市　

[郡部]　
大島郡　玖珂郡　熊毛郡　都濃郡　佐波郡　阿武郡　
吉敷郡(小郡町、秋穂町)

　　　　　　　　　　　　　（平成15年3月以前の市町村合併以前の市町村名で表記）

●上記対象地域の各年の人口は、山口県統計課による
　　山口県推計人口(毎年10月1日現在)を用いた。



調査対象地域調査対象地域

大島郡　　玖珂郡
熊毛郡　　都濃郡
佐波郡　　阿武郡
吉敷郡（小郡町、秋穂町）

平成１5年推計人口；841,379人



調査協力施設調査協力施設
山口赤十字病院（山口市）
済生会山口総合病院（山口市）
本永泌尿器科医院（山口市）
ながた泌尿器科医院（山口市）
山口県立中央病院（防府市）
桑陽病院（防府市）
山口泌尿器科ｸﾘﾆｯｸ（防府市）
三田尻病院（防府市）
社会保険徳山中央病院（周南市）
小金丸医院（周南市）
徳山病院（周南市）*
徳山記念病院（周南市）
新南陽市民病院（周南市）
かまたｸﾘﾆｯｸ（周南市）
周南記念病院（下松市）
しのはらｸﾘﾆｯｸ（下松市）
中山医院（下松市）
日立病院（下松市）*
周東総合病院（柳井市）
こうだｸﾘﾆｯｸ（柳井市）
光市立病院（光市）

国立病院機構岩国医療センター（岩国市）
廣中泌尿器科（岩国市）
いなだ泌尿器科ｸﾘﾆｯｸ（岩国市）
岩国みなみ病院（岩国市）*
錦病院（岩国市）*
岩国市医療センター医師会病院（岩国市）*
岩国中央病院（岩国市）
小郡第一病院（吉敷郡小郡町）
大和病院（熊毛郡大和町）
光輝病院（熊毛郡平生町）
平生ｸﾘﾆｯｸ（熊毛郡平生町）
町立大島病院（大島郡大島町）
益田赤十字病院（島根県益田市）**
町立美和病院（玖珂郡美和町）*
安本医院（大島郡東和町）*
都市見病院（萩市）**
中村ｸﾘﾆｯｸ（玖珂郡和木町）
錦中央病院（玖珂郡錦町）
玖珂ｸﾘﾆｯｸ（玖珂郡玖珂町）*
国立病院機構大竹病院(広島県大竹市)**

* 泌尿器科常勤医がいない施設　** 調査対象地域外の施設



調査対象地域の人口動態調査対象地域の人口動態
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年齢階層別人口動態年齢階層別人口動態((増加率増加率))
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罹患数罹患数
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世界人口による年齢調整罹患率世界人口による年齢調整罹患率
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性別・年齢性別・年齢

症例数

平均年齢

男性

208(66.5%)

70.3±9.9

女性

105(33.5%)

75.3±8.2

全体

313

72.0±9.7

男女比：約2：1



年齢分布年齢分布

0 50 100 150

90-99

80-89

70-79

60-69

50-59

40-49

30-39

20-29

女性

男性

（歳）

（人）



発見動機発見動機

No %
肉眼的血尿

顕微鏡的血尿

腎部痛

腹部腫瘤

頻尿・排尿時痛

排尿困難

偶発（画像検査）

その他

201
25
25
4

11
3

20
24

(64.2)
(8.0)
(8.0)
(1.3)
(3.5)
(1.0)
(6.4)
(7.7)



初診医療機関初診医療機関
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発生部位発生部位

右 計

腎盂

尿管

上部

腎盂と尿管

55
73

13
16

44

16
1

中部

下部

計

左 両側

不明

76
63

8

11

44

22
3

0
1

0

0

1

3
0

145 164 4

131
137

21
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89

41
4
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(10)
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( 2)
( 5)
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(　):膀胱腫瘍合併例



尿細胞診尿細胞診

陽性

擬陽性

陰性

膀胱尿細胞診
カテーテル尿細胞診
（上部尿路）

34.7％

23.7％

41.5％
37.4％

24.5％

38％



手術療法手術療法

手術方法 No %

腎尿管全摘除

腎摘除

尿管部分切除

経尿道的腫瘍切除

腎尿管膀胱摘除

膀胱腫瘍のTUR

腎瘻造設

ステント留置

234
9

14
2
2
1
2
1

(74.8)
(2.9)
(4.5)
(0.6)
(0.6)
(0.3)
(0.6)
(0.3)

試験開腹 1

271

(0.3)

(86.6)合計



組織型組織型

TCC TCCを含む混合組織型 SCC AC その他
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病理学的所見病理学的所見
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発生頻度の比較発生頻度の比較

０．６人/１０万人

男性　０．９９人/１０万人

女性　０．７６人/１０万人

１．６２人/１０万人

男性　２．５４人/１０万人

女性　０．７８人/１０万人

１．３７人/１０万人

男性　２．３４人/１０万人

女性　０．６７人/１０万人

３．７８人/１０万人

米国

大阪

九州

山口東部　

１９８５年

１９９０～１９９３年

１９９３～１９９４年

１９９４～２００３年

黒字は年齢調整罹患率、青字は粗罹患率



臨床・病理学的所見の比較臨床・病理学的所見の比較
国内多数症例集計報告国内多数症例集計報告**との比較との比較

男女比

平均年齢

左右比
(左・右・両側)

発生部
(腎盂**・尿管)
膀胱癌合併頻度

異型度
(G1・G2・G3)

深達度
(pTa・pT1・pT2・pT3・pT4)

他報告集計（１６３７例） 山口県東部(313例)

2.7 : 1 2 : 1
66.8歳 72.0歳

56%・43%・1% 53%・46%・1%

55%・45% 55%・45%

11.2%・ 54.4%・ 34.4% 10.3%・ 47.6%・ 42.0%

13.7%・ 28.4%・ 15.9%・30.5%・11.5% 14.2%・ 25.5%・ 17.4%・36.0%・6.9%

*西日本551例（1983-1992）、東海611例(1980-1989)、九州４７５例(1993-1994)の計1637例

**腎盂腫瘍と尿管腫瘍の合併例は腎盂腫瘍とした

15% 20%



まとめまとめ

1.　山口県東部地区における腎盂尿管癌の疫学調査を10年間行った。

2.　登録症例は３１３例であった。

3.　罹患率は１０万人あたり1.37人で、男性2.34人、女性0.67人であった。

4.　平均年齢７２歳、男女比2:1であった。

5.　肉眼的血尿が最多で６４．２％、顕微鏡的血尿、腎部痛それぞれ８％であり、
　　初診時に泌尿器科を受診したのは５７．５％であった。

6.　腎盂癌１７２例、尿管癌１３７例で、膀胱癌合併６４例（２０％）であった。

７.　腎尿管全摘除術が２３４例（７４．８％）に施行された。

８.　G2以上８９．６％、pT2以上６０．３％とhigh grade、high stage症例が多かった。


